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88、全身持久性の評価法としての 12分間 トレ ッ ドミ

　ル 歩行テ ス トの有用性に つ い て

　　一
交差妥当性の検討一

　　田中喜代次
＊

，中垣内真樹
＊＊

　　 ぴ筑波大学体育科学系 ・先端学際領域研究セ ン

　　ター，
＊ ＊

筑 波大 学体 育科学研 究 科）

【目的】本研究 の 目的は，異な る研究機関 で 得 られ

た デ ータか ら，自覚的運動強度 （RPE）を用 い た12

分間 トレ ッ ドミ ル歩行テ ス トの妥当性 を検討する こ

とで あ る。

【方 法】対 象 ：対象は
， 筑波大 （27名），

ミ ズ ノ

（株） （19名），大阪教育大 （9 名），名古屋市立大

（13名），ま た異なる民族で の 検討 と し て韓国 （20

名）で得ら れ た 中高年男性で あっ た 。

　VO2max とVO2LT の 測定 ： トレ ッ ド ミル 多段 階

漸増 負荷法に よっ てVOzmaxお よ び ▽02LT を直接

測定し， 全 身持久性 の 妥 当基準 と した 。 名古屋市 立

大で は
， 自転車 エ ル ゴ メー

タを利用 した多段階漸増

負荷法に よ っ てVOzLTの み を測定 した 。

　12分間 トレ ッ ドミル歩行テ ス ト ：自由ペ
ー

ス 歩行

で あ る が ，Borg （1973） の RPE の 13 「
や や き つ

い 」 と感 じる速度 に設 定 した 。 傾斜 は 5 ％
・．一一定と

し，60m／min で の 2 分間ウ ォ
ーム ア ッ プ歩行後，残

りIO分 間 の 速 度 は RPEI3 に 基 づ い て 設定 した。な

お，筑波大で の対象者の 中か らラ ン ダム に 選 ん だ 6

名につ い て，12分間 トレ ッ ド ミル 歩行テ ス ト中 の

VOzを測定し，多段階漸増負荷テ ス ト中に RPEI2 お

よ び RPEI3 が最後に 出現 した ときの ▽02ある い は

VO2LTとの比較をお こ なっ た 。

【結果】各研究機関で 得 られた本法の歩行距離 と

†02max お よ び†02LT と の 相 関 は
，
　 r・＝O．87〜O．41

で統計的に有意であっ た 。 こ の こ とか ら，測定条件

が 変化 し て も本法か ら個々 の 全身持久性を評価で き

る こ とが 示 唆 された。12分間 トレ ッ ド ミ ル 歩行テ ス

ト中 の マ02 とVO22LTお よ び 多段階漸増負荷テ ス ト

中 に RPEI2 ，　 RPEI3 が 得 られ た ときの†02を比較 し

た結果，有意な 差 は認め られ な か っ た 。 本法の 運動

強度は概 ね AT 水準で あ っ た 。 また，自覚的運動強

度 の みで も正確 に運動強度 を設定で きる こ とが示唆

さ れ た 。

【結語】本法は，被検者，検者，測定機器お よび測

定地域が異なっ て も個 々 の 全身持久性 を正確に評価

で きる可能性 の 高い こ とが示 唆され た。したが っ

て，全身持久性を評価する テ ス ト として有用で ある

とい えよう。

89．最大下 の踏台昇降運動による最大酸素摂取量の

　推定

　　松 坂　晃 （茨 城 大学教 育学部 ）

旧 的】踏台昇降運動は t   場所をとらず，  安価

で ，   特別な技術を必要 とせず ，   どの ような集団

に も適用可 能 で ，  しか もエ ネ ル ギ
ー

消費量が体重

の 垂 直移 動 量 に 比 例 す る，な ど の特徴 を有す る

（Margaria ら1965）。 本研究で は，本邦成人を対象

と して ，踏台昇降運動に よ り最大酸素摂取量を推定

す る 方法 に つ い て再検討 した 。

【方法1被験者は 18〜28歳の健康な学生 ， 男子41

名，女子57名で ある。身長は男子171、6± 5．9cm ，女

子158．7± 5．7cm，体重 は男子 64．5± 9．6kg，女子52．6

± 6．lkgで あ っ た 。 高 さ10cm− 50cm の 踏台に より，

4 分 毎 3 段 階 の 最 大 下 運 動 と， こ れ に 続 い て

exhaustion まで の最大運動を負荷 した 。 昇降回数は

30回 ／分と し た。心拍数はテ レ メーターに よ り，ま

た
， 酸素摂取量は ミナ ト医科学製の エ タ ロ モ ニ ター

AE −280に よ り連続 して 測 定 した 。
　 exhaustion 時 の

酸素摂取量 を最大酸素摂取量とした。一方 ， 最大下

運動時 の 心 拍数 と仕事率 または酸素摂取量 か ら，

Astrandと Ryhming の 方法 （1954）， または Margaria

らの 方法 （1965）に よ り，最大酸素摂取量 を推定 し

た
。

【結果と考察】最大下運動時 の 心拍数 と酸素摂取量

か ら，Astrandらの方法によ り最大酸素摂取量 を推

定 した と き，推定値 と実測値 の 相関係数 は男子

0．82，女子O．70，Margaria らの 方法で は男子O．83，

女子O．78で あ り，適用可能で ある こ とが 確認 され

た 。 しか し，最大下運動時の心拍数と仕事率か ら最

大酸素摂取量を推定する と，こ れ らの相関係数は低

下 し た （r ＝ O．48− O．68）。
こ れは，最大下運 動時の

機械的効率 の 個人差や台上 で の膝の 屈曲に よ る仕事

率自体の低下の ため と推察され，さらに強討を要す

る もの と考え られた 。
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